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TAKENAKA Keiko ＜講演＞「男女共同参画のまちづくりを進めるために」／志賀町役場等、2002年。
＜講演＞「女（ひと）と男（ひと）が健やかに暮らすために～『男女共同参画のまちづくり』を考えてみませ
んか？～」／近江八幡文化会館、2005年3月。
＜講演＞「人として強く、優しく生き生きと～男女の格差・気づき・考え。行動して～」／安土町役場、2008
年9月。
＜講演＞「子どもの人権を守るために～今見えてきたこと、できること～」／野洲市（コミセン）・守山市
（会館・公民館）等、2008年。
＜講演＞「男も女も強く、優しく生き生きと～男の人権・女の人権～」／新旭町農業協同組合ホール・滋賀県
南部振興局会議室、2008年11月～12月。
＜講演＞「男女共同参画とは…～老人クラブのリーダーとして～」／野洲市（コミセン北野）、2009年8月。
＜講演＞「身近な人権～目かけ・声かけ・心かけ～」／野洲市（虫生）自治会館、2009年9月。
＜講演＞「誰もが暮らしやすい街づくりのために～気付かない人権に学ぶから」／野洲市（南桜）自治会館、
2009年10月。
＜講演＞「生活の中の人権～男も女も活き活きと～」／野洲市（堤）自治会館、2009年11月。
＜講演＞「生活の中の人権を考える～男女共同参画のまちづくり～」／野洲市（木部）自治会館、2009年11
月。
＜講演＞「地域づくりは男女共同参画から」／野洲市公民館、2010年1月。
＜講演＞「人権って何？」／野洲市（コミセンなかさと）、2010年1月。
＜講演＞「子育てと男女共同参画～今考えること～」／野洲市（富波野）集会所、2010年1月。
＜講演＞「男女共同参画とは～今、節目を迎えて思うこと」守山市民ホール、2010年9月。

【学術論文】

「学習体験のある教育課程の創造」／明治図書出版KK、1980年3月、共著。
「望ましい小学校教育―その3学習体験のある教育課程の構想―」／1978年5月、共
著。

「望ましい小学校教育―その4総合的学習体験のある教育課程の構想と実践―」／
1979年5月、共著。

「自ら学ぶ力を育てる学習―その2新しい目標観にたつ学習過程―」／1982年5月、
共著。

「自ら学ぶ力を育てる学習―その3学び方に着目した授業の評価―」／1983年5月、
共著。

「びわ湖浄化とつなぐ洗たく学習」／開隆堂『KGKジャーナル』、1985年6月、共
著。

「おいびわ湖（改訂版）―びわ湖とくらし―」／滋賀県、1988年3月、共著。
「豊かな心をもち自ら家庭生活をつくりだす子どもをめざして―基礎・基本の習得
と個性を生かす実践力の育成―」／1990年、共著。

「生涯に生きて働く力が育つ教育課程の創造―自らのよさや思いを生かしながら学
び続ける子ども―」／野洲町立祇王小学校校内研究会、1994年3月、共著。

「自らのよさや思いを生かしながら学び続ける子ども―学ぶ喜びを味わう算数の学
習―」／野洲町立祇王小学校校内研究会、1996年3月、共著。

「生き生きと自分の考えや思いを語れる人間関係の育成―伝え合う力を育てる国語
学習―」／野洲市立北野小学校校内研究、2005年3月、共著。

「新しい時代を切り拓く豊かな心と実践力が育つ家庭科学習―ゆめをもち「わたし
の生活」を創り出す子どもを求めて―」／2006年、共著。

「『いのち』の感性を育む体験活動―いのちを大切にするこころを育む道徳教育との
つながりを模索して―」／野洲市立北野小学校校内研究、2007年3月、共著。

【学術講演】

「「生活の中に生きて働く力を育てる学習」―家庭科における「自ら学ぶ力を育てる
学習」を求めて―」／全国小学校家庭科教育研究会、1982年11月、共同。

「ひとりひとりの子供に確かな学力をつける学習指導をどうすればよいか―生活を
見つめつづけ、生活をよりよくしていこうとする子供の姿を求めて―」／近畿小
学校家庭科教育研究会、1986年11月、共同。

【その他】

＜講演＞「男女の共同参画でまちが変わる」／浅井町役場・豊郷公民館等、1999年。
＜講演＞「男性も女性もジェンダーを見つめ直そう」／今津公民館・大津市（田上）
公民館等、2000年。

研究課題1⃝教育の基礎理論
研究課題2⃝教師としての自信につながるキャリア支援
研究課題3⃝男女共同参画の地域づくり
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